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山口県医師会報に関する
アンケート調査の結果について

[ 報告 : 常任理事　今村　孝子 ]

　

1. 会報の閲覧について

2.（1. で「読んでいる」と回答された方への質問）
　読んでいるコーナーは？（複数回答可）

　毎月発行している山口県医師会報に関して、以前から「従来の紙媒体形式による提供は不要、電子化

された媒体（本会ホームページ上）での閲覧のみでよい」とのご意見があり、会報の閲覧方法について

の意向調査を行うことにした。また、併せて、誌面の充実のために閲覧状況についてもご意見を聞かせ

ていただくこととした。平成 29年 8～ 11月に行ったアンケート調査に対して、会員 2,580 名のうち

1,032 名（約 40％）の回答をいただいたので、その結果について報告する。
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3.（1. で「読まない」と回答された方への質問）
　その理由は？（複数回答可）

※その他の主な意見：議事録が多い、役に立たない

　 記事が多い、社保・国保のレセプト関係は読む

4. 本会報の閲覧方法について、今後、下記のいずれを希望か？

5. その他（意見・要望）

○紙媒体希望  
・いつも PCを見るのはどうなのか。カルテもすべて PCなのに。雑誌のインクの香り、重みが制作者の
　熱意を感じるので、このままが良いと思う。
・眼が悪くてネットを見ることができない人や、ネットを見るとすぐに頭痛がする人もいるので、イン
　ターネットでの電子版のみとなる事態は避けていただただきたい。 
・今までの会報はすべて綴じて保管している。現在の様式を強く望む。 
・活字でゆっくり、いつでも、どこでも読める（見る）ことが大切かと思う。  
・印刷された会報だから読んでいるが、Web のみにすると今よりも読まなくなると思う。 
・紙媒体での伝達方法が一番多くの方の目に留まると思う。県医師会が最も伝えたい事項を選別して紙
　媒体で提供してほしい。
・費用のこともあるのでHP上での閲覧だけとなるならそれに従うが、緑陰随筆等については従来どおり、
　冊子での送付をお願いしたい。  
・経費はかかると思うが今のまま続けてほしい。  
  
○Webのみ希望  
・薄いペーパーにして重要事項のみ送付し、他はHP上に掲載でもよいと思う。  
・コストの関係から製本しなくてよいと思う。  
・若い先生はHPを見るので十分かと。  
・情報過多の時代、冗長的なものは整理が必要。紙は限りある資源。  
・Web 媒体は重ばらず歓迎だが、読むタイミングを逸してしまいそうなのでメール等で連絡してほしい。
・HP上での閲覧のみになっても、診療報酬の要望に関するブルーページはダウンロード、印刷が簡単
　にできるようにしてほしい。
・会報発行にかなりの予算が必要で電子化の方が節約できるのであれば検討すべきと思う。　
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○内容等について  
・会員は百人百様、これからもいろいろな会員の考えなどを反映していただきたい。  
・巻末の謹弔欄が他所の医師会の会員の様子を知るのに大変役立つ。時々、患者さんも見ておられる。
・毎月の作業、ご苦労様。これからも頑張って編集、発行作業を継続してほしい。  
・送付不要だがブルーページは必ず読んでいるので、これだけは印刷してほしい。  
・県内の状況が窺えて有難い。  
・送付は年 4回程度で良い  
・講演会、講習会（参加人数の制限のあるもの等）の告知は紙ベースでの連絡が望ましい。 
・会務報告はHPで、投稿のみ印刷会報で。紙会報の回数を 2～ 3か月に 1回に減らしてはどうか。

　アンケートに回答してくださった約２/３の会

員が送付希望とされた一方、約１/３の会員が送

付不要（ホームページ上での閲覧）と回答された。

そのため、記名による再調査を行った結果、送付

不要の会員が約 160 名おられた。今後、会報の

送付等については、なるべくご要望に沿っていく

こととしたい。

　アンケート調査にご協力いただいた皆様に感謝

するとともに、貴重なご意見については広報委員

会で協議を重ねて会報のさらなる充実に努めるこ

とにしたい。

※山口県医師会ホームページについて

　本会のホームページは県民向けのページがな

く、対外広報の一環としては十分ではないこと、

また、今後、ホームページを利用される機会が増

えると思われることから、この度、リニューアル

を行ったので、ご確認いただければ幸いである。

　URL　http://www.yamaguchi.med.or.jp


